
福祉保健生活環境委員会会議記録

福祉保健生活環境委員長 井上 明夫

１ 日 時

令和３年３月４日（木） 午前１０時３７分から

午後 ０時０６分まで

２ 場 所

第５委員会室

３ 出席した委員の氏名

井上明夫、大友栄二、御手洗吉生、阿部英仁、木田昇、藤田正道、河野成司、

猿渡久子

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

衛藤博昭、嶋幸一、戸高賢史、堤栄三、荒金信生、末宗秀雄、小川克己

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

福祉保健部長 廣瀬高博、生活環境部長 髙橋基典、

病院局長 田代英哉 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第３８号議案のうち本委員会関係部分、第４０号議案、第４１号議案、第５０号議案及

び議員提出第１号議案については、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定し

た。

（２）新型コロナウイルス感染症について、議員提案による政策条例の効果の検証について及

び大分県産業廃棄物の適正な処理に関する条例施行規則の一部改正について、執行部から

報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 副主幹 矢野順子

政策調査課政策法務班 主査 甲斐諒子



福祉保健生活環境委員会次第

日時：令和３年３月４日（木）本会議終了後

場所：第５委員会室

１ 開 会

２ 福祉保健部関係

（１）付託案件の審査

議員提出第１号議案 大分県手話言語条例の制定について

第３８号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）

（本委員会関係部分）

第４０号議案 令和２年度大分県国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

第４１号議案 令和２年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第１号）

（２）諸般の報告

①新型コロナウイルス感染症について

②議員提案による政策条例の効果の検証について（大分県がん対策推進条例）

（３）その他

３ 病院局関係

（１）付託案件の審査

第５０号議案 令和２年度大分県病院事業会計補正予算（第１号）

（２）その他

４ 生活環境部関係

（１）付託案件の審査

第３８号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①議員提案による政策条例の効果の検証について（大分県飲酒運転根絶に関する条例）

②大分県産業廃棄物の適正な処理に関する条例施行規則の一部改正について

（３）その他

５ 協議事項

（１）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

井上委員長 ただいまから、福祉保健生活環境

委員会を開きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案５件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

福祉保健部関係の審査に入ります。

まず、議員提出第１号議案大分県手話言語条

例の制定について、政策検討協議会から、嶋会

長、戸高委員、堤委員、荒金委員、末宗委員、

小川委員、衛藤委員に出席の上、説明をお願い

したいと思いますが、これに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、そのように決

定します。

それでは提案者の入室をお願いします。

〔嶋会長以下政策検討協議会関係議員７名

入室〕

井上委員長 それでは、議員提出第１号議案大

分県手話言語条例の制定について、政策検討協

議会会長である嶋議員から御説明いただきます。

嶋委員外議員 議員提出第１号議案大分県手話

言語条例の制定について、概要を御説明します。

さきほど本会議で提案理由の説明をしたので、

重複するところもあるかと思いますが、条例の

具体的な内容を含めて御説明します。

議案の２ページをお開きください。

条例の内容については、前文と本文全１６条

からなっています。前文では、条例を制定する

必要性を述べています。

３ページを御覧ください。

第１条では条例の目的を、第２条では基本理

念を定めています。第３条では県の責務を、第

４条及び第５条では県民及び事業者の役割を定

めています。

４ページを御覧ください。

第６条から第１６条までは、具体的な取組と

して、施策の策定及び実施、手話を獲得し、又

は習得する機会の確保、手話を学ぶ機会の確保、

手話を用いた情報発信等、手話通訳者等の養成

等、手話通訳者の派遣体制の整備、学校等にお

ける取組、事業者への支援、手話に関する調査

研究、手話の普及等にあたっての配慮、財政上

の措置について、それぞれ定めています。

５ページをお開きください。

理由です。手話の普及等について、基本理念

を定め、県の責務並びに県民及び事業者の役割

を明らかにするとともに、手話の普及等に関す

る施策の基本となる事項を定めることにより、

もって全ての県民が相互に人格と個性を尊重し

合いながら共生する社会の実現に寄与するため、

条例を制定したいので提出します。

以上で説明を終わります。

よろしくお願いします。

井上委員長 ありがとうございました。

次に、本議案について、執行部の御意見を求

めたいと思います。

廣瀬福祉保健部長 大分県手話言語条例の制定

について意見を申し上げます。

さきほど御説明のあった本条例案は、全ての

県民が障がいの有無にかかわらず、相互に人格

と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現

を目指す取組を後押しするものであり、条例の

趣旨は県の施策と軌を一にするもので、議員提

案による条例制定を大変心強く感じています。

県では、聴覚障がい者の意思疎通支援のため、

手話通訳者等を養成するとともに、手話通訳者

等の派遣やスマートフォン等を活用した遠隔手

話通訳サービスを実施するなど、聴覚障がい者

の社会参加の促進に取り組んでいます。

また、来年度は、こうした取組を引き続き実

施するとともに、手話に対する県民の理解促進

のため手話がより身近に感じられる動画の作成

や、ふだん、生活の中で利用する機会が多く、

聴覚障がい者が意思疎通で苦労しているコンビ

ニや病院等の職員が手話を学べるよう動画を作
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成するなど、手話の普及等を進めることを予定

しています。

今後とも、県議会の御理解と御協力をいただ

きながら、手話に対する理解の促進等、手話の

普及が進むよう取り組んでいきたいと考えてい

ます。

井上委員長 提出者及び執行部の双方から説明

をいただいたので、これより質疑に入ります。

本議案については、既に各会派内で十分調整

していただいているので、委員を代表して私か

ら１点だけお聞きすることにしたいと思います

が、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 手話言語条例は既に多くの県で制

定されていますが、本県の条例案の特徴につい

て、改めてお聞かせください。

嶋委員外議員 条例案の主な特徴として、２点

御説明します。

１点目は、ろう者とろう者以外の方が歩み寄

りながら共生することを基本理念としたことで

す。手話はコミュニーション手段であり、ろう

者とろう者以外の方との懸け橋になることが期

待されることから、コミュニーションに必要な

精神として「歩み寄り」という言葉を盛り込ん

でいます。

２点目は、手話の普及等にあたって、手話以

外のコミュニケーション手段を使用する聴覚に

障がいのある人と、外国人のろう者に対する配

慮を規定したことです。聴覚に障がいのある人

の中には、中途失聴者など手話を使用しない方

もいることから、そういった方へ十分に配慮す

ることが必要です。また、手話は国や地域によ

って異なるため、日本の手話を使えない外国人

のろう者への配慮についても規定しています。

こういった点が、他県の条例にはない、本県

の条例案の特徴となっています。

井上委員長 ありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症の拡大で、聴覚に

障がいのある人の困難と手話の重要性が浮き彫

りになりました。

ぜひ、執行部には取組の充実をお願いしたい

と思います。

それでは、これより採決します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

嶋会長をはじめ、政策検討協議会の皆さんは、

お忙しい中御出席いただきありがとうございま

した。

〔嶋会長以下政策検討協議会関係議員７名

退室〕

井上委員長 次に、第３８号議案令和２年度大

分県一般会計補正予算（第９号）のうち、福祉

保健部関係部分について、執行部の説明を求め

ます。

廣瀬福祉保健部長 それでは、第３８号議案令

和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）の

うち、福祉保健部関係について御説明します。

今回の補正第９号では、新型コロナ対策をは

じめ、国の第３次補正予算の成立に伴うものな

ど、所要の補正予算を計上しています。

新型コロナ対策関連予算については、今回の

３月補正予算案を含めて、年度内に７度にわた

って編成してきました。

この間、委員の皆さま方におかれては、御指

導、お力添えをいただいたことに、改めて深く

お礼申し上げます。

引き続き、感染拡大防止対策に万全を期して

いくので、どうぞよろしくお願いします。

それでは、委員会資料の１ページをお開きく

ださい。

福祉保健部関係の補正第９号の予算額は、表

の左上、区分の上から２段目、福祉保健部部計

の①３億１７３万１千円です。

既決予算にこれを加えた福祉保健部の現計予

算額は、一番下の段の②１，４２０億３，７８

９万１千円となります。

なお、この現計予算額のうち、新型コロナ対

策関連予算は、合計で４１９億円、全体の２９．

５％を占めています。
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主要な各事業の詳細については、担当課長か

ら説明します。

幸福祉保健企画課長 委員会資料の２ページを

御覧ください。

番号１、生活福祉資金貸付事業費、補正予算

額２８億３５０万円です。この事業は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により収入が減少し

た世帯の生計等の維持を図るため、特例貸付を

実施する大分県社会福祉協議会に対し、貸付原

資等を追加補助するものです。

この特例貸付については、貸付期間の延長な

ど国の制度改正等に伴い、追加補正を行ってき

ましたが、今般、受付期間が令和３年３月末ま

で延長されるとともに、総合支援資金について、

借入済みの世帯に対して、最長３か月分の追加

貸付、通算では最長９か月分の貸付けが可能に

なったこと等に伴い、増額計上するものです。

一丸医療政策課長 続いて、３ページをお開き

ください。

番号２、災害医療体制整備推進事業費、補正

予算額２億１，９９１万７千円の減額です。こ

の事業は、災害時の医療提供体制の充実を図る

ため、災害医療に従事する人材の育成を図ると

ともに、医療機関の施設整備に要する経費を助

成するものです。

具体的には、まず、今般の国の第３次補正予

算の成立を受け、二次救急医療機関等に対する

非常用自家発電設備の整備やブロック塀の改修

等に要する経費の一部を助成するもので、４，

０６４万４千円を追加計上するものです。

また、災害拠点病院における設備整備等に要

する経費について、執行に伴う減額補正２億６，

０５６万１千円を行うものです。

藤内感染症対策課長 続いて、４ページを御覧

ください。

番号３、感染症予防対策事業費、補正予算額

１９億４，２４５万３千円です。この事業は、

新型コロナウイルス感染症に係る医療提供体制

の強化等を図るものです。

新型コロナの医療提供体制については、県内

の医療機関等の御協力をいただきながら、診療

・検査医療機関の確保や、感染者や疑い患者の

受入病床の確保などに積極的に取り組んできま

した。受入病床数については、現在３６７床ま

で拡充することができました。

今回の補正は、そうした医療提供体制の強化

に伴い、重点医療機関等における高度医療設備

や診療・検査医療機関における診療設備などの

設備整備、受入医療機関の病床を確保するため

に要する経費等を追加計上するものです。

また、ワクチン接種を円滑に進めるため、コ

ールセンターの設置等を行うほか、高齢者福祉

施設等におけるクラスター対策としての検査キ

ット配布などに必要となる経費も計上していま

す。

黒田高齢者福祉課長 続いて、５ページをお開

きください。

番号４、介護サービス基盤整備事業費、補正

予算額２億４０２万円の減額です。この事業は、

地域の介護サービスの充実を図るため、市町村

が実施する介護施設の整備等に対し助成するも

のです。

具体的には、まず、国の第３次補正予算の成

立を受け、介護施設等における新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大を防止するため、生活空

間の区分けなど、いわゆるゾーニングを行う経

費の一部を助成するもので、５，７５０万円を

追加計上するものです。

また、市町村における介護施設等の整備数が

計画を下回ったことから、執行に伴う減額補正

２億６，１５２万円を行うものです。

河野こども・家庭支援課長 次に、番号５、二

豊学園施設改修事業費、補正予算額４，８２６

万８千円です。この事業は、二豊学園内の寮に

ついて、ウィズコロナも見据えた生活環境の改

善の早期実現を図るため、施設の改修を実施す

るものです。

具体的には、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大を防止するため、寮の居室の個室化及び

浴室の個別化に係る経費を計上するものです。

藤丸障害福祉課長 次に、番号６、障がい者福

祉施設整備事業費、補正予算額１億２５６万４

千円です。この事業は、障がい福祉サービスの

充実を図るため、障がい者福祉施設等の整備に
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対し助成するものです。

具体的には、国の第３次補正予算の成立を受

けて、障がい者福祉施設の耐震化や非常用自家

発電設備の整備等に係る経費の一部を助成する

ものとして、追加計上するものです。

幸福祉保健企画課長 お手元の追加議案書の１

５ページをお開きください。繰越明許費補正に

ついて、一括して御説明します。

今回、福祉保健部から補正をお願いするのは、

３福祉生活費のうち６事業と、次ページ、４保

健環境費のうち５事業の計１１事業で、合計２

４億１，２５８万６千円です。

繰越しを予定している各事業の繰越理由とし

ては、国の第３次補正予算の受入れや、新型コ

ロナにより工期等に影響が及んだことなどが主

な要因となっています。

具体的には、まず１５ページの１社会福祉費

のうち、１番目、３番目及び５番目の生活福祉

資金貸付事業費１０億円、障がい者福祉施設整

備事業費９，７１２万９千円、介護サービス基

盤整備事業費６，５８９万３千円、２児童福祉

費のうち、２番目の二豊学園施設改修事業費４，

８２６万８千円、次の１６ページの４医務費の

うち、１番目の災害医療体制整備推進事業費５，

００１万２千円については、さきほど、担当課

長からの補正予算概要の説明にもあったとおり、

国の第３次補正予算等を活用して、助成や整備

を行うものであり、補正予算の計上とあわせて

事業費を繰越しするものです。

１５ページに戻っていただき、１社会福祉費

のうち、４番目の老人福祉施設整備事業費６，

５７２万１千円、２児童福祉費のうち、１番目

の子育て支援対策充実事業費１，１０７万４千

円、次のページの１公衆衛生費の感染症予防対

策事業費８億３，３４１万６千円、３保健所費

の保健所等施設整備事業費１億５，２５７万１

千円、４医務費のうち、２番目及び３番目の地

域医療介護総合確保施設設備整備事業費９５万

１千円、新型コロナウイルス感染症疑い患者受

入体制確保事業費８，７５５万１千円について

は、コロナ禍での感染対策として、工事施工従

事者の人数を制限したことによる工期の延長や

機材の納入等に不測の期間を要することなどか

ら、来年度に事業費を繰り越すものです。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

藤田委員 資料の３ページの災害医療体制整備

推進事業費の中で非常用自家発電設備の整備等

がありますが、対象の医療機関がどうなってい

るのか、非常用発電機の整備状況が医療機関に

おいてどのような状況なのか、もし把握してい

ればお教えください。

一丸医療政策課長 まず、主に義務付けがされ

ているのが災害拠点病院で、県内に１４か所あ

ります。

災害拠点病院に求められるのが、電力と水の

確保です。電力の確保については、通常業務の

６割程度の電力を３日間保有することと、その

ための燃料確保も必要となります。また、水の

確保についても、３日間病院が稼働できる貯水

装置を確保することとされています。

令和元年７月以降、災害が続いたこともあっ

て、こういった要件が求められることとなり、

その整備期限が今年度末までとなっていました。

状況ですが、電力に関しては、１４病院のう

ち１病院が今年度電力の燃料タンクの増設工事

を行って、要件を満たすこととなっています。

貯水については、２病院が３日間稼働できる

貯水タンクをそろえていなかったんですが、要

件にただし書があって、所在地の市町村と優先

的な給水協定を結ぶことでＯＫですよというの

があります。この２病院については、今年度、

市町村と優先給水協定を結んで、ＯＫというこ

とになっています。

そういったこともあり、今年度は病院の状況

から工事を見送ったところがあって、減額とな

っています。

増額については、非常用の発電装置は、今回

の補正で２病院から上がってきています。その

他非常用の通信設備とか給水設備の強化、浸水

対策、ブロックウエイト、こういった事業につ

いて各病院から要請が上がっており、その対応

です。
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藤田委員 災害拠点病院の１４病院に関しても

非常用電源は全て配備されていると考えていい

のか、それ以外の病院については義務付けられ

ていないということでいいのか。それらの非常

用電源の配備状況を把握されているか、お尋ね

します。

一丸医療政策課長 災害拠点病院については、

１４病院全て電力の確保は終わっています。

それ以外の病院については、恐れ入ります、

今手元に資料がないので、また後ほどお渡しで

きればと思います。よろしいでしょうか。

（「はい」と言う者あり）

河野委員 ワクチン接種に係るコールセンター

の設置について伺います。

ワクチン接種については実施主体は市町村と

いうことで、実際に市町村から接種系統の配布

が徐々に今準備されている最中ですが、このワ

クチンの接種について、住民から具体的な情報

提供を求める声に応えるためのコールセンター

の設置――大分市等はもう設置していますが、

市町村が設置するための補正予算なのか、ある

いは県で一つコールセンターを設けるのか、そ

の辺の説明をいただきたいと思います。

藤内感染症対策課長 コールセンターですが、

ワクチン接種に関する住民からの問合せ――例

えば、いつクーポンが届きますかとか、どこに

行けばいいですか、予約方法はどうすればいい

ですかといった接種の手続に係る問合せ等は、

市町村がその相談窓口を設置することになって

います。

今回、補正予算に計上しているこのコールセ

ンターは、例えば、接種した後、皆さん副反応

を心配しているんですが、どういう副反応があ

るんですかとか、それはどれくらい深刻なもの

ですか、私はこういう持病があるんですけれど

も、打って大丈夫でしょうかといったワクチン

接種に係る専門的な質問に対して答えるコール

センターを県で設置するための費用です。具体

的には、こうした専門的な相談に対応できると

ころに委託する委託費として準備を進めていま

す。

河野委員 既に御案内のとおり、市町村からは

実際に国から配分されたワクチンが県によって

どのように市町村に配分されるかを早く知らせ

てほしいという声がかなり強く上がっているや

に思いますが、ここで言う県のコールセンター

については、そういった部分の相談という形で

はないですね。

要するに、市町村としては県からの配分が示

されない限り、いつ頃、どのような形で、誰を

対象にして実施できるのかが確定しないんだと

いう声が上がっているわけですが、これは国に

対しても県から同様の趣旨の要求、要望が上が

っているやに思いますが、実際、厚労省からは、

いつ、何箱分来るとか、そういう話が徐々に出

てきています。

そういったことで、県が実際に市町村に対し

てどういう配分基準を持っているのかというの

がありますが、このコールセンターはそういっ

たことではなく、あくまでも住民、県民からの

問合せということでいいのか。

藤内感染症対策課長 委員の御指摘のとおりで、

このコールセンターはあくまで住民からのワク

チン接種に係る問合せで、市町村から県に対し

て、そのスケジュールであったり、あるいは優

先的にどういう人たちから接種するかといった

相談は県の感染症対策課にワクチン接種チーム

を置き、その中にそれぞれ市町村担当者を決め

て、個別に丁寧に対応しています。

御手洗委員 感染予防対策ですが、社会福祉法

人の場合はいろいろと組織もあって、指導もあ

ります。高齢者施設の場合は株式会社や有限会

社やＮＰＯ法人があるわけで、そういうところ

の指導はどう徹底するのか。個々に県からのい

ろいろな助成も対象になっているだろうと思い

ますが、そこのところをちょっと。

藤内感染症対策課長 先に私が答えて、高齢者

福祉課が補足します。

御指摘のように、株式会社であったり、ＮＰ

Ｏ法人であったり、高齢者施設の設置主体は様

々です。その中で特に新型コロナの施設内感染

対策について、確かに少し施設によって差があ

るので、特に不安があるという施設については、

県の看護協会で感染管理認定看護師――感染対
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策の専門的な知識や技術を有する看護師がそれ

ぞれの施設に出向いて指導したり、あるいはそ

のための研修の動画を提供したりという形で対

応する準備は整えています。

黒田高齢者福祉課長 追加ですが、私どもは、

株式会社の有料老人ホームとかも含めて、社会

福祉施設に限らず、様々な新型コロナ対策に係

る情報提供については、全て皆さまに御連絡し

ています。今年度、新型コロナウイルス感染症

対策に伴うかかり増し、感染対策費用で追加的

にかかる支援金の交付もしていますが、そうい

ったところも株式会社がされている高齢者施設

も含めて、全て対象となっています。

また、今回、介護サービス基盤整備事業費で

新たに説明したゾーニングに係る費用補助も対

象となっています。

御手洗委員 対策について温度差があるのでは

ないかなと思うので、そこのところは出向いて

指導とか今やっているということなんでしょう

けれども、ただ、厳しくとは言わないけれども、

社会福祉法人と同じ形での指導徹底は行うべき

だと思うので、その取組というのはぜひお願い

したいと思います。

猿渡委員 福祉施設への迅速診断キット配布で

すが、これは既に配布している分に加えてとい

う意味なのか、少し具体的に教えてください。

藤内感染症対策課長 補正で組んでいるこの迅

速診断キット配布１億４千万円は、既に配布し

ている分に加えて、実際のクラスター対策の効

果を検証しながら、必要に応じて追加配備でき

るように確保した予算です。

実は今回、２月に１，５００の施設に約３万

回分配分しましたが、この後、さらに追加で２

回配分できるだけの補正額１億４千万円を確保

しています。

猿渡委員 既に配布した規模で、さらに２回配

布できる、合わせて３回分確保という意味です

ね。

廣瀬福祉保健部長 すみません。修正させてく

ださい。

既に配布した分と、残りあと１回分です。

猿渡委員 あと１回。

廣瀬福祉保健部長 はい。トータル２回分の配

布額を今想定しています。さきほども答えたよ

うに、まず１回目の効果をしっかりと検証し、

必要性をよく見極めながら追加配布する予定で

す。

猿渡委員 ありがとうございました。

井上委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

で質疑を終了します。

なお、第３８号議案の採決は生活環境部の審

査の際に一括して行います。

次に、第４０号議案令和２年度大分県国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、執行部の説明を求めます。

木内国保医療課長 委員会資料にお戻りいただ

き、６ページを御覧ください。

番号１、第４０号議案令和２年度大分県国民

健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて説明します。

今回の補正は、歳入、歳出ともにそれぞれ

２４億１，５７４万１千円の増額で、既決予算

額にこれを加えた累計は、１，２１８億６，１

０８万２千円となります。

補正の主な内容は、令和元年度に国から交付

を受けた国庫支出金の精算に伴い、令和２年度

に国へ返還する償還金を追加するものです。

歳入の主なものは、繰越金３３億４０１万６

千円の増額です。これは、令和元年度決算によ

る剰余金で、さきほど説明した国庫支出金等の

精算に使用する財源や、来年度以降の安定的な

国保財政の運営を図るための財源等に活用する

ものです。

また、諸収入１６億５８９万円の増額ですが、

これは、令和元年度に市町村へ交付した保険給

付費等交付金の精算に伴い、令和２年度に市町

村から返還される償還金を追加するものです。

次に、歳出の主なものは、総務費３３億５，

６６６万４千円の増額です。これは、令和元年

度の国庫支出金の精算に伴う償還金の追加や、

繰越金のうち、国庫支出金の精算財源を差し引

いた残りを、財政安定化基金へ積み立てること



- 7 -

によるものです。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

猿渡委員 今、コロナ禍で診療控えが多い関係

で、国民健康保険税を引き下げようかという市

町村もあるかと思いますが、その辺の状況がも

し分かれば教えてください。

木内国保医療課長 国民健康保険税の引下げに

ついては、いくつか検討しているという話を聞

いていますが、現在、確実に確認できているの

は３市――臼杵市、津久見市、国東市が議案を

提案していたと思います。そのほかいくつか検

討しているという状況を確認しています。

猿渡委員 ありがとうございます。

井上委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第４１号議案令和２年度大分県母子父

子寡婦福祉資金特別会計補正予算（第１号）に

ついて、執行部の説明を求めます。

河野こども・家庭支援課長 同じく、６ページ

の番号２を御覧ください。第４１号議案令和２

年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計補正

予算（第１号）について説明します。

母子父子寡婦福祉資金は、経済的基盤が弱い

ひとり親家庭などの経済的自立とその児童の福

祉向上のため、無利子または低利子で必要な資

金を貸し付けるものです。

今回の補正は、歳入、歳出ともにそれぞれ４

３５万２千円の増額で、既決予算額にこれを加

えた累計は、２億１，１３５万９千円となりま

す。

歳入の主なものは、繰越金３９２万８千円の

増額です。これは、令和元年度から令和２年度

への繰越金が見込みを上回ったこと等によるも

のです。

歳出については、歳入の増額に伴い、貸付枠

の増額を図るなど、あわせて増額補正をしてい

ます。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

猿渡委員 いろいろな制度もあると思うので、

周知をしっかりしながら、大変な状況の家庭を

しっかりサポートしていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

井上委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

より採決します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

以上で、付託案件の審査は終わりました。

次に、執行部より、報告をしたい旨の申出が

あったので、これを許します。

①について説明をお願いします。

藤内感染症対策課長 では、お手元に新型コロ

ナウイルス感染症の現状についてというＡ４縦

のホッチキス止めの資料があるので、それを御

覧ください。

まず、昨日、県内の新型コロナウイルスの感

染症が落ち着き、やっとステージⅠに戻った旨、

宣言しました。

お手元の資料に沿って、まず、世界の状況か

ら発生状況を簡単に説明します。

世界では１億１，４３９万人の感染者が出て

いますが、実は１月から６週間続けて世界的に

も感染者が減ってきており、１週間当たり５０

０万人新規感染者が出た状況が、２５０万人ま

で順調に減ってきました。しかし、ここへ来て

直近１週間、７週間ぶりに僅かですが上昇に転

じています。その背景には、世界的に感染力の

強い変異株ウイルスが流行の主流になりつつあ

る地域がある、そうしたことが要因としてあげ
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られています。

国内の各地域の発生状況については別の資料

で御説明します。

県内の発生状況ですが、これまでに１，２９

４人、昨日の１人を入れると１，２９５人です

が、入院が２１人、宿泊療養中が３人、入院調

整中が１人、１，２４８人の方が無事に退院さ

れ、残念ながら２１人の方が亡くなられたとい

う状況です。

その下に１日ごとの感染状況を示しています

が、２月２２日から１人、あるいは２人、ある

いは０といった状況がここ１０日間続いていま

す。

右側にこれまで県内で発生した２５のクラス

ターの状況を示していますが、幸い、特に最近、

１月になって発生した高齢者施設のクラスター

についても、それぞれ収束に向かいつつある状

況です。

では、次のページを御覧ください。

全国の発生状況です。赤い折れ線グラフで示

したものが１週間の平均です。１月に緊急事態

宣言が出て以降、順調にこの１週間の平均の感

染者数が減ってきましたが、この赤い折れ線グ

ラフを見て分かるように、ここへ来て少し緩や

かになってきています。こうした全国における

感染者数の減少が鈍くなってきているところが

大変心配されます。

県内の状況ですが、県内第３波は１２月上旬

に一つの山、そして一旦１２月下旬に向けて少

なくなりましたが、年末、そして年明けから、

さきほど御紹介したようなクラスターの発生も

あって大きなピークを迎えた状況です。幸いそ

れも順調に下がってきています。

一番下は県内の入院患者数の推移です。これ

は入院、宿泊療養、調整中の方も含めた総数で

す。１月２８日に１９０人を記録しましたが、

現在それが２５人まで下がってきている状況で

す。

では、次のＡ４横の資料を御覧ください。

これは県内の新型コロナウイルスの感染状況

を評価するステージ表です。冒頭申したように、

昨日、ステージⅠに戻ったことを宣言しました

が、指標である重症者用病床利用率はここのと

ころ０が続いているし、病床利用率も２月２５

日に１０％未満になって以降、１週間ずっとこ

の１０％未満を維持しています。

感染経路不明者は、１週間当たりの感染者が

７人と少なくなったことから――先週３人が感

染経路不明ですが、割合的には少し大きな数字

になりますが、感染経路不明者割合は、感染者

数が１０人以上の際に評価指標として活用する

こととしています。

人口１０万人当たりの新規感染者数は、ここ

のところ１．０を下回って０．６といった状況

です。

一番右側のＰＣＲの陽性率は、直近の１週間

では０．２％まで下がっています。ピーク時に

は４％近い数字でしたから、それに比べると２

０分の１まで下がってきたことになります。

では、次のページを御覧ください。

全国各地域の感染状況です。一番右側の列の

三角の付いた数字を御覧ください。これは直近

１週間とその前の１週間を比較したものです。

三角が付いているということは、直近１週間が

その前よりも下がっている、感染者が減ってい

ることを意味します。

いずれも三角の数字が入っていますが、その

三角の数字が小さくなってきています。例えば、

神奈川県では０．５８とか、千葉県であれば０．

８９というふうに、さきほど少し下げ止まって

いると言いましたが、こうして下がってはきて

いますが、下がり幅が小さくなってきている状

況です。

下の表は九州・沖縄の状況で、佐賀県ですが、

実はいち早く感染者が０になり、非常に落ち着

いていましたが、カラオケ喫茶等でクラスター

が発生したこともあって、また感染者が増えて

いる状況です。

また、沖縄県もここのところ感染者の増加が

ちょっと気になる状況になっています。

全国的に感染者は減ってきているものの、今

回、首都圏１都３県における宣言が２週間延長

の方向で検討されることになり、まだまだ首都

圏の感染状況は、この変異株のこともあり、目
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が離せない状況です。

次のページを御覧ください。

これは各都道府県の人口１０万人当たりの新

規感染者数です。千葉県が東京都を抜いて１位

になっています。九州各県、網掛けをしていま

すが、沖縄県が６番目、佐賀県が１０番目、福

岡県が１４番目という状況で、大分県が現在３

３番目です。

次の６ページ、７ページについては、県内の

新規感染者の発生状況や感染経路等を分析した

ものですが、今日は時間の関係もあるので、そ

れは資料の提供にとどめます。

一番最後のワクチンの接種体制整備について

説明します。

一番上段にある医療従事者に対する先行接種

は、県下では３医療機関、別府医療センター、

南海医療センター、湯布院病院での接種が無事

に１回目が終了しました。

御案内のように、全国では昨日、死亡例が１

例あったことが報告されました。接種から３日

後にくも膜下出血を起こして亡くなったという

ことで、因果関係等についてはこれから検証さ

れることになっていますが、海外でもワクチン

が理由でくも膜下出血したという例はありませ

ん。今のところ、ワクチンとの直接的な関係の

可能性は低いのではないかと見ています。

続いて、優先接種として医療従事者の接種が

始まります。県内では来週早々にも始まる予定

ですが、今週、明日と明後日２回に分けて、１

回目、県内に６箱ほど届きます。さらに、次の

３月８日の週に６箱届きます。この医療従事者

向けのワクチンは第１回分として１２箱、１万

１，７００人分のワクチンが届くことになりま

す。ただ、これは接種予定者の５万１千人から

比べれば２３％にしか相当しません。残念なが

らワクチンの供給がこのように十分でないこと

から、医療従事者向けの優先接種も、まず１回

目に届いたワクチンについては、その下にある

ように、①の新型コロナの入院治療を行ってい

る３８の医療機関の従事者に接種、そして、来

週届く第１回の後半分については、外来で新型

コロナが疑われる患者を診ている診療検査医療

機関約５００か所の従事者に接種を考えていま

す。

それぞれ５，８５０人分ですが、これは本来

それぞれの医療機関従事者の４割に相当する状

況です。対象となる医療機関を絞ってもなお皆

さんに接種が行き渡らないというちょっと厳し

い状況です。

第２回以降届いた分については、残りの方々

や救急搬送を担う救急隊員や、実際に積極的疫

学調査等で感染者と接する機会がある保健所職

員等を考えています。

続いて、一番下の高齢者や高齢者、障害者施

設、入所施設の従事者約４０万人が次の接種の

予定になっていますが、こうした高齢者等への

ワクチンとして、４月４日、１２日、１９日と

３週間に分かれて県内に２２箱ワクチンが届く

ことになっています。

これを、実際２回分ですから、人数分に直す

と１万７２５人分になります。４０万人予定さ

れていることからみれば３％にも満たない状況

です。医療従事者よりもさらに提供されるワク

チン数が限られることから、このワクチン、１

回目の高齢者向けのワクチンをどのような優先

順位をつけて配分するか、市町村とも協議しな

がら、現在準備を進めています。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

木田委員 ワクチン接種についてお尋ねします。

前回もちょっとお尋ねしましたが、医療従事者

の範囲、これは昨日の国会か何かでもちょっと

やり取りしていたように聞きましたが、今回も

ワクチンが不足しているということで、医療従

事者の中でも優先順位が決められているのかと

いうことですね。

それと、既に先行接種された方がいるようで

すが、アレルギーがあってとか、私は受けたく

ないとか、そういった実際の現場の状況が何か

分かるところがあったら教えてください。

藤内感染症対策課長 まず、医療機関における

接種の優先順位です。実際、さきほど御紹介し

たように約４割しか届かないので、医療機関に
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おいて直接感染者や患者と接触する可能性のあ

る医師、看護師といった職種から優先的に接種

することになると思われますが、それはそれぞ

れ医療機関で御検討いただくことになっていま

す。

それから、実際に先行接種１回目が終わりま

したが、詳細な報告は、それぞれ研究班に健康

調査の結果が届くことになっており、少なくと

も県内の３医療機関でそういう重篤な副反応が

起こったということは聞いていません。

また、実際に接種された方やこれから接種す

る医療従事者の反応です。県内の医療従事者の

大体９５％が接種を希望している状況で、接種

に対して大変肯定的に受け止めていると聞いて

います。

木田委員 アレルギーの場合に、ワクチン接種

した方がいいか、しない方がいいかがはっきり

していないような、医学的治験からも出ている

ようなところが見られますが、食物の場合はだ

めだ、花粉症ぐらいならいいんだとかははっき

りしているのか、教えてください。

藤内感染症対策課長 そのあたりは非常に悩ま

しいところです。さきほど専門的な相談に対応

するコールセンター整備の話をしましたが、正

にそこでそういった質問に答えられるように、

治験と言うか、情報もしっかり集積して、そん

な心配に答えられるように準備を進めたいと考

えています。現時点でこのときは大丈夫だよと

まだ言える状況にはないので、そのあたりはし

っかり情報を集めたいと考えています。

木田委員 よろしくお願いします。

井上委員長 ワクチンについて関連です。６５

歳以上は４月から順次接種するということです

が、６５歳というのは、どの時点で６５歳です

か。

藤内感染症対策課長 現在は、令和３年度中に

６５歳になる方から対象になると聞いています。

現在６４歳でも、令和３年度中に６５歳になる

方も対象になると聞いています。

河野委員 特に、入所施設にお勤めの方々が、

いわゆるクラスター予防のために早期の接種を

希望されていると伺っています。入所施設に限

らず、訪問介護の部分も含めてかなり気を遣っ

ている職員の皆さんが、安全に仕事をする上で

早く接種ができないかという御相談もあります

が、その辺の計画についての国との調整とか、

具体的に要望を県からも伝えているか分かりま

すか。

藤内感染症対策課長 委員が御指摘のとおり、

我々も高齢者施設、あるいは障がい者の入所施

設の職員については、やはりクラスター対策の

観点からも早目の接種が望ましいと考えていま

す。

そこで、ワクチンが確保でき次第、高齢者と

同じ優先度で接種することを考えていますが、

今、説明したように、ワクチンそのものの供給

が限定的なため、施設職員の接種についても、

思ったよりもなかなか進められないのではない

かと。そのあたりは国に確実なワクチン確保と

接種スケジュールを早めに情報提供するよう要

望しています。

河野委員 入所施設の従事者がここの数に上が

っていることも分かりますが、さきほど言った

訪問介護の事業者とか、行くたびに防護服に着

替えたり、様々な対策は取るけれども、それが

従事者にとって物すごく大きな負担になってい

るという声も聞きます。そういったことで、こ

こで言う入所施設の従事者だけではなく、高齢

者宅、障がい者宅を訪問する方々について、高

齢者グループと同じような段階で接種できない

かについては、国は何か回答していますか。

藤内感染症対策課長 つい先日、国が訪問介護

従事者も優先接種の対象にするという方向性を

打ち出しました。訪問介護従事者がどの辺の順

番になるかは、これからまた決まると思います

が、そうした方向で今、動いています。

井上委員長 ほかによろしいでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、次の

報告に移ります。

次は、議員提案により制定された政策条例の

検証についてです。

当該条例のうち、福祉保健部所管の条例が三

つありますが、その中で制定年度の一番古い、
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大分県がん対策推進条例について御報告いただ

くことにしています。

それでは、②について説明をお願いします。

二日市審議監兼健康づくり支援課長 資料の７

ページをお開きください。大分県がん対策推進

条例の効果の検証について御報告します。

本条例は、がん予防や医療に関する施策の基

本的な事項を定めることにより、県民の視点に

立ったがん対策を推進することを目的として、

平成２３年に制定されたものです。大分県がん

対策推進計画の５年ごとの改定時には、この条

例に基づいて設置したがん対策推進協議会の皆

さまから、意見を頂戴しています。

資料の１条例に基づき実施している事業の概

要ですが、条項で定められた主な施策について、

条例制定前と比較した実績を記載しています。

まず、第７条では、がん検診受診率の向上の

ための施策を講ずることとしており、無料クー

ポンの配布等により、受診率は、下の２成果に

あるとおり、胃がん等の５大がん全てにおいて

向上しています。

次に、第８条で定められているがん医療に関

する事業では、医療従事者の育成からがん登録

の推進まで、全項目で条例制定前に比べ、施策

を充実しています。

最後に、３課題及び４今後の方向性です。さ

きほど御説明したとおり、各検診受診率は向上

していますが、がん対策推進計画の目標値には

達していないことから、働き盛り世代のがんの

早期発見・早期治療を推進するため、健康経営

事業所を中心に県内事業所にがん検診受診率向

上を働きかけ、がん死亡者を減少させ、健康寿

命日本一を目指したいと考えています。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

猿渡委員 コロナ禍でがんの治療に対して支障

が出ていたりすることはないでしょうか。

二日市審議監兼健康づくり支援課長 確かに治

療で通院するのをためらわれたりということも

あろうかと思います。がん検診については、年

度の前半にはかなり検診控えがありましたが、

後半は持ち直してきていますし、各健診センタ

ーでもかなり感染防止対策に力を入れています。

それから二つ目、現にがんの治療をされてい

る方々は医療機関でも同じように感染防止対策

に力を入れていますし、病院側からも治療を中

断しないようにという働きかけもしているので、

思ったほど止まってしまっていることはないと

考えています。

猿渡委員 分かりました。

井上委員長 ほかによろしいでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

で諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

一丸医療政策課長 さきほど、藤田委員から御

質問のあった、医療機関の非常用発電機につい

てお答えします。

非常用発電機については、災害拠点病院は設

置が義務付けられています。それ以外の病院に

ついてですが、昨年１１月１日を基準として、

１２月に調査をしたところ、県内１５３の病院

のうち、１３３の病院、率にして８６．９％に

非常用発電機が設置されています。この中には

災害拠点病院も含まれているので、これを除く

と１３９病院中１１９病院、率にして８５．６

％です。

診療所については、この調べでは、ベッドを

有する診療所――有床診療所のみを対象として

いて、県内には２２６の有床診療所があり、そ

のうち５０の診療所で設置されており、率とし

て２２．１％となっています。

井上委員長 ほかによろしいでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかにないようですので、これを

もって、福祉保健部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔福祉保健部退室、病院局入室〕

井上委員長 これより病院局関係の審査に入り

ます。まず、付託案件の審査を行います。

第５０号議案令和２年度大分県病院事業会計
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補正予算（第１号）について、執行部の説明を

求めます。

田代病院局長 第５０号議案令和２年度大分県

病院事業会計補正予算（第１号）について、御

説明します。

議案書は８４ページからになりますが、説明

はお手元の福祉保健生活環境委員会資料により、

御説明します。

資料の１ページをお開きください。

まず、収益的収支予算について御説明します。

（１）の病院事業収益は、２億１，１７３万３

千円を減額するものです。これは、ページの右

上の表に記載していますが、御承知のとおり新

型コロナウイルス感染症の影響による受診控え

等により、入院、外来ともに、患者数が当初の

見込みより減少したことにより、入院・外来収

益が減少したことが主な要因です。

次に、（２）の病院事業費用は、２億４，６

８５万９千円を増額するものです。これは、外

来化学療法などの特定外来で重症度の高い患者

が増えており、薬品費などの材料費が増加した

ことや新型コロナウイルス感染症の患者等に対

応する職員への手当が増加したことなどが主な

要因です。

以上により、当期の最終的な収益的収支は、

表の下にあるように既決予算額の８，９１５万

２千円に、補正予算額である４億５，８５９万

２千円を減額することで、最終的に税込みで、

マイナス３億６，９４４万円となり、当初予算

からは減益となる見込みです。

次に、その下の資本的収支予算について御説

明します。

今回の補正ですが、新型コロナウイルス感染

症入院医療機関等体制整備に伴い、人工呼吸器

等の医療機器を整備するものです。補正予算で

すが、表の太枠の補正予算額欄のとおり、一般

会計からの補助金を受け入れ、資本的支出の建

設改良費を７，４４８万円増額するものです。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 別に御質疑等もないので、これよ

り採決します。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査は終わりました。

予定している案件は以上ですが、この際、ほ

かに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 別にないようですので、これをも

って、病院局関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔病院局退室、生活環境部入室〕

井上委員長 これより生活環境部関係の審査に

入ります。

まず、付託案件の審査を行います。

第３８号議案令和２年度大分県一般会計補正

予算（第９号）のうち、生活環境部関係部分に

ついて、執行部の説明を求めます。

髙橋生活環境部長 それでは、第３８号議案令

和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）の

うち、生活環境部関係部分について御説明しま

す。

令和２年度補正予算に関する説明書では、１

３２ページ以降から当部の該当事業があります

が、本日はお手元の福祉保健生活環境委員会資

料に沿って御説明します。

資料の１ページをお開きください。

生活環境部関係の歳出予算は、表の項目既決

予算の部計①にあるように、１３１億６，８３

３万４千円に対し、３月補正予算案の部計②１

０億１，８３５万９千円の減額で、補正後の令

和２年度予算額は、③１２１億４，９９７万５

千円となります。

次に、補正をお願いしている主な事業につい

て御説明します。資料の２ページをお願いしま

す。

一番上の大分県災害被災者住宅再建支援事業
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費２億１０万５千円の減額です。これは、令和

２年７月豪雨等の災害により、住宅が被災した

世帯の方へ行った住宅再建支援の見込みを踏ま

え、事業費を減額するものです。

次に、その下、国立公園等施設整備事業費で

す。これは、久住山避難小屋工事の入札残等に

伴う事業費の減額等と、長者原園地を安定的に

運営するため、園地内にある民有地を取得する

経費です。取得する土地については、別添資料

のとおりです。本事業については、これらを合

わせ、５，８３１万７千円の減額となります。

次に、上から３番目の「山の日」記念全国大

会開催事業費２，４８０万５千円の減額です。

これは、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、今年度予定していた大会を令和３年８月に

延期したことに伴い、今年度の事業費を減額す

るものです。

次に、国補正関連についてです。当部では計

５事業１億２，２３３万６千円となりますが、

そのうち主なものを御説明します。

まず、私立高等学校等奨学金給付事業費につ

いてですが、金額は２，６１９万４千円です。

これは、国が、コロナ禍による経済状況も踏ま

え、住民税非課税世帯の私立高校生等に対する

奨学金単価を増額する経費を第３次補正予算で

措置したことに伴い、当該事業費を増額するも

のです。

次にその下、私立学校学習環境緊急整備事業

費についてですが、金額は１，８８０万４千円

です。これは感染拡大防止のため、私立小中高

等学校が行う、アルコール消毒液などの衛生用

品やアクリル板などの感染防止対策備品の購入

等に要する経費に対して助成する事業費を増額

するものです。

このほかにも私立学校のトイレ洋式化など衛

生環境の改善経費に対する助成や、国立公園の

整備に要する経費の追加交付分などを計上して

います。

次に、生活環境部関係の繰越明許費補正につ

いてです。同じく、福祉保健生活環境委員会資

料の３ページをお開きください。お手元の冊子、

令和３年３月大分県議会定例会議案（追加議

案）の１５ページ以降に当部の該当事業があり

ます。

生活環境部は追加分８事業、２億６，６７９

万６千円を計上しています。その主な内容を御

説明します。

まず、一つ目、小規模給水施設水源確保等支

援事業費２，５９２万２千円です。これは、現

地調査の結果に伴うろ過装置の規模などの計画

変更や、配管の設置など地元との調整に不測の

日数を要したため、繰越しを行うものです。

次に、二つ目、私立学校ＩＣＴ活用授業推進

事業費７，１４０万５千円です。これは、学校

法人が行うタブレット型端末の調達準備等に日

数を要したため、繰越しを行うものです。

次に、繰越明許費の変更分について御説明し

ます。

一番下、自然公園施設災害復旧事業費３，８

４２万２千円減額の８，６９８万３千円です。

これは、令和２年７月豪雨で被災した登山道等

の工事箇所数の精査等により、あわせて繰越額

を減額するものです。

最後に、生活環境部関係の債務負担行為補正

について御説明します。議案の３６ページをお

願いします。

追加事項として、表中１番、消防学校給食業

務委託料限度額１，４１１万３千円です。これ

は、４月から入校生に対し給食を提供する必要

があることから、今年度中に契約手続を進める

ため、債務負担をお願いするものです。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

猿渡委員 災害対策の関係で、災害被災者住宅

再建支援事業、これは半分しか使っていない形

になりますが、被災されて大変だった方は多い

かと思いますが、なぜこういう状況になってい

るのか、その理由をどのように考えているのか、

教えてください。

首藤防災対策企画課長 まず、予算の規模から

御説明すると、予算は４億円組んでいます。過

去最大で３億８千万円の支出が出たということ

で４億円を組んでいます。通常、災害が少ない
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と非常に少なくて、例えば、昨年度は１，５０

０万円程度の決算になっています。今年度は７

月豪雨があった関係で、約９，７００万円程度

を今、見込んでいます。そのほか過去の災害分

が４００万円程度あり、約１億円が現時点で支

出するだろうという金額です。

補正以降も３月３１日までは災害が発生する

ことがあり得るので、約１億円を余分に計上し

ており、２億円の現計予算になるように、４億

円から２億円を引いた補正、マイナス２億円の

補正をしている形になります。

井上委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかに御質疑等もないので、これ

よりさきほど審査した福祉保健部関係部分とあ

わせて採決します。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに、

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

井上委員長 御異議がないので、本案のうち、

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと決定しました。

以上で、付託案件の審査は終わりました。

次に、執行部より、報告をしたい旨の申出が

あったので、これを許します。

まず、①ですが、議員提案による政策条例の

検証についてです。

当該条例のうち、生活環境部所管の条例が二

つありますが、その中で制定年度の一番古い、

大分県飲酒運転根絶に関する条例について御報

告いただくことにしています。

まず、①について、説明をお願いします。

河野生活環境企画課長 大分県飲酒運転根絶に

関する条例の効果等の検証について御説明しま

す。それでは、お手元の資料４ページを御覧く

ださい。

１の条例に基づき実施している事業の概要に

ついてですが、飲酒運転のない安全で安心して

暮らすことができる県民生活の実現を目的とし

て、各種対策に取り組んでいます。

（２）令和２年度の主な取組状況の①飲酒運

転根絶に向けた県民運動についてですが、毎年

開催する県民大会において、飲酒運転根絶の功

労者・団体を表彰し、飲酒運転根絶に向けた機

運を高めているほか、１１月２０日から１２月

２０日までの１か月間、飲酒運転根絶キャンペ

ーンを展開しました。期間中の１２月１１日金

曜日の夕方には、大分市中央町の竹町ドーム広

場において、コロナ禍で規模を縮小し、飲酒状

態における身体機能の低下を認識できる参加・

体験型のイベントを開催しています。

②関係機関・団体と連携した取組等について

は、啓発品を共同で製作し、県民に配布してい

るほか、ファミリーマートやイオンにおいて、

飲酒運転根絶ポスターを１２月中掲示していた

だきました。また、１１月２０日には、飲酒運

転根絶総合対策部会を開催し、アルコール健康

障害と飲酒運転の関連をテーマに、官民一体と

なった取組の強化を図っています。

次に、２の成果（１）飲酒運転による交通事

故発生状況についてですが、条例を制定する前

年の平成１８年の１０８件に比べると、昨年は

約４分の１の２９件となっており、一定の成果

と考えています。

（２）今後の対策ですが、飲酒運転根絶の浸

透化を図るため、継続してより多くの県民に呼

びかける参加・体験型イベントを開催するほか、

関係機関・団体と連携した啓発活動を実施して

いきます。

また、飲酒運転リスクの高い依存症患者やそ

の家族が相談できる窓口の情報提供を行うなど、

飲酒運転を未然に防止する対策についても引き

続き取り組んでいきます。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 別に御質疑もないので、次に②に

ついて、説明をお願いします。

御沓循環社会推進課長 大分県産業廃棄物の適

正な処理に関する条例施行規則の一部改正につ

いて御説明します。お手元の資料５ページをお

開きください。
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初めに、１現状ですが、県外から産業廃棄物

を搬入する場合、大分県産業廃棄物の適正な処

理に関する条例に基づき、事前に協議を行うこ

ととなっており、近年協議件数は増加していま

す。

２課題ですが、県外産業廃棄物の搬入につい

ては、近年、減量リサイクル率の低い処理業者

への搬入量が増加し、県内最終処分場への搬入

量も増加しています。また、県外から搬入され

る産業廃棄物の中には、最終処分場に埋めるこ

とができない許可外品目が混入する不適正事案

も発生しています。そこで、減量リサイクル率

を向上させ最終処分場の延命を図るとともに、

県外排出事業者等に対する監視指導を強化する

必要があります。

次に規則改正のポイントです。３主な改善策

を御覧ください。①のメリハリの効いた手続で

リサイクル率の向上を図っていきます。具体的

には、優良認定を受けた県内処理業者のうち、

減量リサイクル率の高い事業者への搬入につい

ては、事前協議制から事前の届出制とします。

これにより、リサイクル率の向上と最終処分場

の延命につなげていきます。

次に②のデジタル化の推進です。搬入実績報

告書等の定型業務の電子化に対応した様式に改

正するなど、事務処理の効率化を図り、確保し

た時間を活用して、③の県外排出事業者や県内

処理業者に対する監視指導をより強化し、適正

処理を推進します。

最後に、４施行日についてですが本年４月１

日としています。

井上委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 別に御質疑等もないので、これで

諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 別にないようですので、これをも

って、生活環境部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔生活環境部退室〕

井上委員長 それでは、内部協議に入ります。

次回の委員会は、２２日の予定ですが、例年

どおりですとこの日に執行部との懇親会が開催

されます。

皆さんの御意見をお伺いしたいと思います。

〔協議〕

井上委員長 それでは、開催については委員長、

副委員長が協議の上、決定し、出席については、

各委員の判断としたいと思います。

そのほかに皆さまから何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

井上委員長 ほかにないようですので、これを

もって委員会を終わります。

お疲れさまでした。


